
　

代表者等の

男 女 有 無 役職・氏名 男 女

1
応
募

高畑　文正
岡山市中区
長利

農業・
自営

74 〇

1980年8月～2016年8月　(株)三備設計　代表
2016年8月～現在　(株)三備設計　会長
2005年4月～現在　(有)エーアンドワイ　代表
2020年～現在　JA総代
2020年8月～現在　農地利用最適化推進委員

田　8反　米

〇

6年間の農地利用最適化推進委員の経験を活かし、これからも地域の農業
の発展に寄与したい。

2
応
募

水田　良和
岡山市中区
国府市場

農業 64 〇

～2022年3月　JA岡山
2022年4月～　農業
2023年7月～　農地利用最適化推進委員

水稲　200a
夏秋ナス　5a

〇

水田の保護の為

代表者等の

男 女 有 無 役職・氏名 男 女

1
推
薦

石原　柾一
岡山市中区
桑野

農業 73 〇

平成25年3月　岡山県警察退職
平成25年4月～平成28年3月　損害保険料率算出機
構岡山調査事務所調査役
平成25年4月～現在　農業経営
平成28年11月　認定農業者に認定
令和4年11月　農業法人ソラシドファーム株式会社
設立　役員に就任
令和4年4月～現在　土木水利委員

田24ヘクタール　水稲
平成25年4月から父より農業経営を移
譲され農業に従事
平成27年4月から長男夫婦が農業経
営に参加
令和4年11月　個人事業を法人化し経
営改善
中間管理機構等を通じ現在の営農規
模まで拡大

〇 原　始禧
農業・
貸家
経営

81 〇

　県警察の要職等を退職の後、農業経営に従事。耕作面積を増やし農業法
人を設立し、地域の農地維持及び発展のため、さらなる拡大を目指してい
る。
　又土木水利委員として地域に貢献している。
　以上を鑑みて推薦に値する人物である。

2
応
募

沖　茂和
岡山市中区
平井六丁目

農業 63 〇

令和5年7月～現在　農地利用最適化推進委員 田　25アール　米
畑　7アール　ほうれん草他

〇

現在、農地利用最適化推進委員として活動しており、引き続き農地利用の最
適化に貢献したい。

海吉福吉町
内会

地域的な協
同活動

町内会長
岡　正恒

690世帯
町内に住
所を有す
る者

幼少期から農業に携わっており、就職後も兼業にて農業に従事し、更に退職
後は専業で農業を継続して、今後の農業経営の在り方に挑戦している。ま
た、岡山市農業水利土木員として地域の農業生産と生活環境を守る活動に
も従事し、生産、管理運営及び環境整備など総合的に農業を把握、推進する
意欲を持っており、担い手不足など農地利用最適化推進委員に相応しい人
材である。

現在、農業後継者問題と市の産業推進化政策が併行して、①農地集約化②
耕作放棄地化（立地条件で選別化）、（山への関心なくほぼ耕作放棄）と③大
規模な宅地開発化（運送業、倉庫業、土木建築業）が展開されています。
時代の流れのなかで避けられませんが、最適な生活環境を維持していく上
で、開拓地（江戸時代から）の水路の適正な管理は非常に重要な課題と思い
ます。
上記を踏まえて、調和のとれた農地の維持管理と宅地化を推進していこうと
思います。

3

推
薦
・
応
募

古家　雅史
岡山市中区
海吉

農業 66 〇

幼少期より父親のもと農業に従事する
平成27年4月～現在　父親死亡後、兄と２人で相続　
共同で農業を継承　外用水揚組合員、富山地区農
業水利土木委員を２年交代で従事

令和5年7月～現在　農地利用最適化推進委員

田0.6ヘクタール　米
畑0.05ヘクタール　無農薬野菜多種
　　　　　　　　　（無農薬は人気商品）
　　　　　　　　　果樹、柿、いちぢく等
小規模ながら今後の農業経営のあり
方にチャレンジ中

〇

氏　　名 住　　所 職　業 年齢
性別

経　　歴

法人・団体等 個　　人

目　　的 構成員の数 構成員たる資格 職　業 年齢
性　別

推薦の理由

応募の理由

性　別

推薦の理由

応募の理由

区域名：旭南　定数３人　被推薦者・応募者 ３人

No.

推
薦
応
募
の
別

推薦を受ける者・応募する者 推薦をする者

農業経営の状況等

農業委員
への推薦

・応募
氏名もしくは法
人・団体の名称

氏　　名 住　　所 職　業 年齢
性別

経　　歴

【第二農業委員会　農地利用最適化推進委員】　被推薦者・応募者２４人　（最終）（五十音順）

区域名：旭北　定数２人　被推薦者・応募者２人

No.

推
薦
応
募
の
別

推薦を受ける者・応募する者 推薦をする者

農業経営の状況等

農業委員
への推薦

・応募
氏名もしくは法
人・団体の名称

法人・団体等 個　　人

目　　的 構成員の数 構成員たる資格 職　業 年齢



代表者等の

男 女 有 無 役職・氏名 男 女

引き続き農地利用の最適化を推進するため応募します。

雄神学区連
合町内会

地域協同活
動

会長
井上　恭一

約3,200
名

地域に住
所を有す
る者

当地区で現在専業農家として農業に従事し温厚な性格、強い責任感、人望も
有りまた町内会長、消防団副分団長、交通協助員など地域活動にも積極的
に取り組み地域の状況にも詳しく当地区に欠かせない人材です。
農業に向けて高い意欲を持っていることから農地利用最適化推進委員として
推薦いたします。

2
推
薦

岸本　行雄
岡山市東区
松新町

農業 70 〇

昭和54年7月31日　岡山市青年農業者自主登録制
度により青年農業者として登録～現在　専業農家
平成8年1月　認定農業者に認定
平成16年10月～現在　西大寺土地改良区理事
平成23年7月～平成29年7月　農業委員会委員
平成29年7月～現在　農地利用最適化推進委員

水田　20ha　水稲・小麦
施設園芸　30a　洋ラン（デンドロ
ビューム）
本人・妻・三男　雇人2名

〇
芥子山学区
連合町内会

地域的な協
同活動

連合町内会
長
藤原　毅昌

町内会
長39人
世帯数
5,500世

帯

地域に住
所を有す
る者

昭和54年青年農業者に、平成8年には認定農業者として認定されており、現
在、米麦栽培をはじめ、施設園芸を経営し、地域のリーダーとして幅広く活動
され、指導的な役割を担っている。
また、農協の経営管理委員を経験されるとともに、西大寺土地改良区の理事
（副理事長）、平成23年より農業委員会委員として活躍され、農政関係におい
ても多くに精通され、地域の信頼は非常に厚く農政に寄与されている。これら
のことから最適任者として認められるので、西大寺土地改良区として推薦す
る。

3
応
募

木下　修造
岡山市東区
金岡東町

自営業 41 〇

令和3年12月　認定農業者
2020年6月　マルトヨグリーン㈱設立
代表取締役社長

ビニールハウス１０棟（岡山市東区金
田）
面積　約1.2ヘクタール
花・野菜・ポット苗を生産販売していま
す 〇

地域農業と関わりたいと思いました。

4
推
薦

竹本　壮一
岡山市東区
吉原

農業・
会社員

76 〇

岡山市農協　総代
岡山市第二農業委員会　農地利用最適化推進委員

稲作（60a）
果樹（40a）　農業法人の従業員として

〇 大森　誠 農業 81 〇

現在、農地利用最適化推進委員として積極的に地域で活動している。
知識、実績（農業、その他）も、充分と認められる。

5
推
薦

宮宗　康夫
岡山市東区
藤井

農業 55 〇

平成27年4月～平成30年12月　カネヤ産業(株)
平成31年1月～令和元年12月　タートルファーム(株)
令和2年1月～現在　農業経営（専業）
令和7年11月14日　認定農業者認定

葡萄　4.7a
苺　0.5a

葡萄、苺ともに個人での経営専従
葡萄は農協出荷、苺は直売販売 〇 西﨑　芳典 無職 76 〇

地元の農業と農地状況把握を継承し、改善に務めることを期待する。

〇

昭和5１年4月～平成7年7月　父のもとで農業従事
平成7年7月～　 営農（兼業）
令和4年8月～現在　農地利用最適化推進委員

田　37アール　米　（専従）

〇1

推
薦
・
応
募

川本　章善
岡山市東区
西隆寺

農業 69

個　　人

目　　的 構成員の数 構成員たる資格 職　業 年齢
性　別

推薦の理由

応募の理由氏　　名 住　　所 職　業 年齢
性別

経　　歴

区域名：西大寺　定数４人　被推薦者・応募者５人

No.

推
薦
応
募
の
別

推薦を受ける者・応募する者 推薦をする者

農業経営の状況等

農業委員
への推薦

・応募
氏名もしくは法
人・団体の名称

法人・団体等



代表者等の

男 女 有 無 役職・氏名 男 女

農地等の利用について推進していきたい。

真野　稔
自営
業兼
農業

71 〇

地区内の農家とも親交が深く、農地等の情報を多く持っていて、最適人と思
います。

2
応
募

坂本　堅作
岡山市東区
九蟠

農業 78 〇

平成元年～現在　農業（専業）
平成4年4月～現在　水利監督員
平成16年4月～現在　農業水利土木員
平成29年～現在　農地利用最適化推進委員
令和4年3月　　認定農業者認定
JA岡山総代
西大寺土地改良区総代
吉井川下流土地改良区総代

田　19ヘクタール　米・麦
畑　18アール　ブロッコリー他

〇

休耕田等少なくするため。
若い人に農業の良い所を伝える。

3
応
募

佐藤　文則
岡山市東区
光津

農業 71 〇

平成28年4月4日～現在　農事組合法人タカハマ
ファーム設立　理事に就任

農事組合法人タカハマファーム
田　１１．８ヘクタール　米・麦
内９ヘクタールを担当

〇

地域の農業農地の保守に貢献したい。

4
推
薦

柴田　雅人
岡山市東区
升田

農業・
パート
勤務

62 〇

平成元年4月～平成6年3月　岡山県立農業試験場
平成6年3月～　倉敷農業改良普及所
以後、県内各地の普及センター、農業大学校に勤
務
令和5年3月　岡山県庁退職
令和5年4月～現在　岡山フルーツ農園勤務
令和7年8月～現在　備前広域農業普及センター勤
務

水田　1.9ha　水稲
水稲は朝日米とインド米を栽培

令和5年春までの県職員時代は、野
菜担当普及員として34年間野菜の栽
培指導、産地育成に従事。
昨夏からは産休代替として元職場の
普及センターに復帰している。

〇
政田地区安
全・安心ネッ
トワーク

地域的な協
同活動

会長
横山　孝太
郎

1,500人
地域に住
所を有す

る者

柴田氏は、元県職員として農業試験場、農業普及センターでの経験を生か
し、新規就農者、担い手育成（所得向上含め）、営農をより発展させていくた
めにも最適任者と認められる。

62 〇

三和紙工勤務後、退職
令和4年～現在　農業経営（専業）
現在認定農業者

米麦　15ha

〇1

推
薦
・
応
募

大橋　裕
岡山市東区
金田

農業

氏　　名 住　　所 職　業 年齢
性別

経　　歴 農業経営の状況等

目　　的 構成員の数 構成員たる資格 職　業 年齢
性　別

区域名：上南　定数４人　被推薦者・応募者４人

No.

推
薦
応
募
の
別

推薦を受ける者・応募する者 推薦をする者

推薦の理由

応募の理由

農業委員
への推薦

・応募
氏名もしくは法
人・団体の名称

法人・団体等 個　　人



代表者等の

男 女 有 無 役職・氏名 男 女

1
応
募

出射　清和
岡山市東区
邑久郷

農業 63 〇

昭和57年　就農
平成17年～平成20年　㈱きびじ酪農運輸役員
平成17年　農業経営
平成18年　認定農業者認定
令和4年9月20日～現在　農地利用最適化推進委員

田　12ha　米　裏作　牧草　6ha
和牛　成牛23頭　育成15頭　計38頭
自分と母とで専従

〇

地域の農地を守りたいため、引き続き地域の農地利用最適化推進委員をし
たい。

2
推
薦

岡﨑　章二
岡山市東区
西大寺新

農業 82 〇

平成24年10月～令和3年10月　西大寺土地改良区
理事長
令和3年10月～現在　西大寺土地改良区理事
平成26年7月～平成29年7月　岡山市第二農業委員
会委員
平成29年7月～現在　岡山市第二農業委員会農地
利用最適化推進委員
令和4年7月～現在　豊地域活性化推進協議会副会
長
平成31年4月～現在　千町川改修下流対策協議会
会長

田　0.84ha　米
畑　0.08ha　ナス、キャベツ、トマト、ス
イカ等

妻と農業に専従

〇

豊地区農協
総代　農家
組合　農業
水利土木

地域的な協
同活動

区域総代　
岡﨑　志賀
男

400人

農家組
合、農業
水利土木

員

農業関連として、これまで農業委員、農地利用最適化推進委員、農業水利土
木員等に携さわっており、農政において経験豊富で精通している。又、農業
においても、農家として指導的立場に立ち行動し活躍されており、地域へ貢
献している。
このことから、豊学区として地域の信頼も厚く、農業・農政に熱心に取り組ん
でおり、農地利用最適化推進委員として最適任者であるため推薦します。

3
応
募

河本　勝
岡山市東区
西大寺一宮

農業 81 〇

昭和45年4月～現在　農業経営
令和1年5月～　認定農業者に認定
平成29年7月～　農地利用最適化推進委員

田　4.6ha　米・麦
畑　13a　アスパラガス
夫婦で農業に専従

〇

認定農業者として専業で農業に従事している。また、農地利用最適化推進委
員として、地域の農業の発展に取り組んでおり、今後も引き続き推進していき
たい。

4
推
薦

吉岡　忠義
岡山市東区
北幸田

農業 72 〇

西大寺土地改良区　理事
西大寺土地改良区　総代
幸島地区自主防災協議会　会長

田　3ヘクタール　米・麦

〇 成本　俊一

岡山
市議
会議
員

75 〇

西大寺土地改良区の総代として地域農業の活性化、健全な運営に尽力さ
れ、自主防災協議会会長としても洪水時渇水時には指導力を発揮し、地域
の人望も厚い方である。

5
推
薦

吉永　亨
岡山市東区
宝伝

農業 68 〇

平成26年3月　岡山市農協退職
平成26年4月～現在　農業経営（専業）
平成30年7月　認定農業者に認定
平成27年1月～現在　山南土地改良区総代
令和3年8月～現在　岡山市農協総代
西大寺野菜部会監事

田　50a　野菜（白菜、キャベツ、なす）
畑　50a　野菜（白菜、キャベツ）
　　　　　　果樹（レモン）

〇 中山　利文 農業 70 〇

吉永さんは長年農協に勤めていたので、地域の農家の方から信頼もあり、現
在では、各種団体の役員に付き、色々と地域に貢献しています。又、今問題
視されている耕作放棄地についても十分把握しています。私は前任者として
吉永さんを推薦します。よろしくお願いします。

法人・団体等 個　　人

目　　的 構成員の数 構成員たる資格 職　業 年齢
性　別

氏　　名 住　　所 職　業 年齢
性別

経　　歴 農業経営の状況等

農業委員
への推薦

・応募

区域名：山南　定数５人　被推薦者・応募者５人

No.

推
薦
応
募
の
別

推薦を受ける者・応募する者 推薦をする者

推薦の理由

応募の理由氏名もしくは法
人・団体の名称



代表者等の

男 女 有 無 役職・氏名 男 女

1
応
募

岩堂　健治
岡山市東区
東平島

農業 72 〇

昭和49年4月～平成26年3月　岡山市農協勤務
平成26年4月～平成28年3月　担い手育成財団
平成29年7月～現在　農地利用最適化推進委員

田　80アール　米
畑　10アール　自家野菜など
父のものど農業に従事
平成10年より中心的に行う。

〇

農地利用最適化推進委員として、地域とのつながりの重要性を認識し、荒廃
農地の縮小に努めたいと思います。

2
推
薦

片岡　勝彦
岡山市東区
百枝月

農業 68 〇

昭和51年4月～平成3年4月　西大寺農業協同組合
勤務
平成17年7月～現在　農業経営
平成18年3月　認定農業者に認定
令和2年7月～現在　農地利用最適化推進委員

田　3.5ha　米麦
果樹（ぶどう）施設　82a

〇 平松　繁一 農業 71 〇

農協を退職し、専業農家として、高齢化が進む地域で農業経営のリーダーと
して田、畑、果樹栽培に前向きに取り組んでおり、適任であるため推薦いたし
ます。

代表者等の

男 女 有 無 役職・氏名 男 女

1
推
薦

寺見　求
岡山市東区
瀬戸町二日市

農業 67 〇

昭和54年6月～令和5年1月　晴れの国岡山農業協
同組合（現在名）　職員
令和5年2月～現在　農業（昭和63年から兼業）
令和5年7月～現在　農地利用最適化推進委員

水田　44a　米
畑　　4a　茄子、トマト他
妻と農業に専従

〇
二日市町内
会

地域的な協
同活動

会長
厚見　剛

120名
地域に住
所を有す
る者

適正な人材であると認めた為。

2
応
募

廣直　洋一
岡山市東区
瀬戸町大内

農業 82 〇

令和4年12月～　農業経営専業
令和5年7月～　農地利用最適化推進委員

田　2ヘクタール　米・麦
畑　0.7ヘクタール　白菜、大根、ネ
ギ、ナス、すいか、他

〇

農地利用最適化推進委員として、耕作放棄地の解消など、地域の農地利用
の最適化を推進していきたい。

3
推
薦

藤原　秀樹
岡山市東区
瀬戸町笹岡

農業 70 〇

平成6年4月から　農業経営
令和2年7月から　農地利用最適化推進委員

水稲　3.9ヘクタール
黒大豆　47アール

〇 笹岡町内会
笹岡地域の
自主的協同
活動

会長
秋山　清人

260人
笹岡地区
内に居住
する者

長年に渡り笹岡の農業者のリーダー的存在で、町内会長副会長も務める人
望の有る人で、他に適任者が居ません。

個　　人

目　　的 構成員の数 構成員たる資格 職　業 年齢
性　別

推薦の理由

応募の理由氏　　名 住　　所 職　業 年齢
性別 経　　歴

区域名：瀬戸　定数３人　被推薦者・応募者３人

No.

推
薦
応
募
の
別

推薦を受ける者・応募する者 推薦をする者

農業経営の状況等

農業委員
への推薦

・応募
氏名もしくは法
人・団体の名称

法人・団体等

氏　　名 住　　所 職　業 年齢
性別

経　　歴 農業経営の状況等

農業委員
への推薦

・応募

No.

推
薦
応
募
の
別

推薦を受ける者・応募する者 推薦をする者

推薦の理由

応募の理由氏名もしくは法
人・団体の名称

法人・団体等 個　　人

目　　的 構成員の数 構成員たる資格 職　業 年齢
性　別

区域名：上道　定数２人　被推薦者・応募者２人


